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ませんが、ここ数年の組合合同新入社員研修で新人の
方々に接する機会では、業界に大変興味を持ち、想い
のある優秀な若者が多く仲間になってきているように
感じられ嬉しく思っています。
　しかしながら、印刷産業の魅力を社会に伝え、わた
したちの存在価値を知っていただく活動はまだまだ充
分とはいえません。
　そこで、今年度の CSR・ブランディング委員会の
新たな取り組みとして、組合会員企業とクリエイター
とのコラボレーションで、印刷産業だからこそできる
プロダクトやサービスを新たに生み出し、その成果物
を一般向けに販売するプロジェクトを立ち上げます。
今年度の準備期間をへて、2024 年 5 月 11 ～ 12 日、
星ヶ丘テラスにて組合独自のマルシェイベント【ワク
ワクぷりんと博覧会】を開催する予定です。各社のも
つ知恵や技術と、クリエイターのもつ発想力とデザイ
ン力を組み合わせ、印刷でワクワクする、楽しい、面
白い、誰かの役に立つプロダクトやサービスを生み出
します。
　印刷の面白さや魅力を発信し、印刷産業だからでき
ることを具体的にイメージしてもらう、参加企業各社
のブランディングの機会にもいたします。
　この新しいプロジェクトを通じて、参加企業様には、
これまでの常識や殻を打ち破り、ゼロから生み出す未
来創造のきっかけ、社員の学びや経験などにも活かし
ていただけるものと思います。
　本プロジェクト説明会を 7/21（金）に開催します。
多くの組合会員企業様に参加いただけることを期待し
ています。どうぞよろしくお願いいたします。

　今年度より CSR・ブランディング委員会委員長を
仰せつかりました鈴木裕一です。どうぞよろしくお願
いいたします。
　私は、平成 26 年度の（旧）ブランディング委員会
の立ち上げ時より委員会メンバーとして携わっており
ます。活動参加にあたって、メンバーの有志とともに
一般財団法人ブランドマネージャー協会のブランドマ
ネージャー二級資格を取得し取り組んできました。
　ブランディングとは、【企業の提供する製品やサー
ビス、また企業自身の、伝えたい独自の価値（他とど
う違うのか、どう思われたいのか）を、消費者や顧客
が心の中に抱くその商品・サービス・企業の心象（ブ
ランドイメージ）を近づけ、一致させる活動】をいい
ます。
　CSR・ブランディング委員会では、印刷産業の将
来にわたる発展のためには、若くて優秀な人材が業界
に多数流入してもらう必要があると考え、印刷産業そ
のものを社会に対して、特に就職・転職を考える若年
世代にむけて、ブランディングをおこなっていくこと
をミッションとして活動してきました。
　長い歴史のなかで社会のあらゆる産業の縁の下の力
持ちとして役立ってきたわたしたち印刷産業の存在価
値を「お客様と文化を共創するビジネスコンシェルジ
ュ」であると据えた PR 動画の作成、就職機会を考え
る高校生や大学生の各就職関連イベントに参加、業界
に興味ある学生との就職相談、また組合会員向けのブ
ランディングセミナー、ブランディングを活かした人
材登用セミナーなどを行ってきました。
　それらが功を奏しているといえるかどうかはわかり
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

巻頭言
「クリエイターとのコラボレーションで

　　未来創造しよう」
CSR･ブランディング委員長　鈴木　裕一
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　鈴木裕一氏理事に選任

　総会は、酒井良輔副理事長が司会を務め、木村吉伸副理事
長の開会の辞に続き、鳥原理事長が「コロナが少しずつ収束
していく中で、元には戻らないとはいえ経済活動がソフトラ
ンディングのような形で動き始めたと実感した令和4年度で
あった。組合では9月にCSRサミット、全印工連フォーラム全
国大会を3年ぶりに開催し無事に終えることができた。
　コロナが始まり、いろいろなことを試行錯誤しながらリ
モートを駆使し、1期2年間、セミナーや研修会、そして情報
を発信してきた。リアルとオンラインのハイブリッドであっ
たが、老舗家具メーカーに研修旅行もいくことができた。よ
うやく少しずつ元の活動が出来るようになってきた。一方で
皆様も感じているように、電力を始め、資材の高騰が急激に
進み、非常に難しい舵取りがスタートすることを実感したの
も令和4年度ではなかったかと思う」と振り返った。

　愛知県印刷工業組合（鳥原久資理事長）の令和5年度通常総
会が5月22日午後4時より、名古屋・伏見の名古屋観光ホテル
において開催された。総会は、前半の部では令和4年度事業
報告と決算、令和5年度事業計画及び予算案、同賦課金徴収方
法、理事辞任に伴う選任など、上程議案の審議が行なわれ上
程5議案全てが承認された。後半の部では、令和5年度事業計
画の三役直轄事業及び各委員会事業内容が説明された。中で
も、「第14回ポスターグランプリ」の開催、若手印刷人の育成支
援、共済制度への積極的取り組みなどが打ち出された。なお、
来賓には中部経済産業局浅野俊明次長、愛知経済産業局木津
克之担当課長が出席した（出席者は書面出席含め129名）。

【事業と担当役員】
●三役直轄：鳥原久資理事長
●教育委員会：酒井良輔副理事長、加藤義章委員長
●労務・新人教育委員会：木村吉伸副理事長、山本芳弘委

員長
●組織・共済委員会：田中賢二副理事長、北川毅委員長
●CSR・ブランディング委員会：竹倉幹雄副理事長、鈴木

裕一委員長
●経営革新委員会：箕浦靖夫副理事長、渡辺達也委員長

　続いて、議長に岩瀬清氏（豊橋合同印刷㈱）を指名し、総会
成立の確認ののち議事に入った。
　「令和4年度事業報告及び決算関係書類承認の件」、「令和5
年度事業計画及び収支予算承認の件」、「理事辞任に伴う補充
の件」など5議案が上程され、慎重審議の上いずれも原案通り
可決承認された。なお、2名の理事辞任に伴う選任では、鈴木
裕一氏（鈴木紙工所）が理事に選ばれた。
　来賓を迎えて行なわれた総会後半で、挨拶に立った鳥原理
事長は、「我々には多くの業種の企業との結びつきがあり、多
くの情報発信を担ってきた。そして、お客様の課題解決のた
めのビジネスモデルを作ることができる強みを持っている。
全印工連には多くのメニューが用意されているので、こうし
たものを逐次発信し伝えていきたい」との方針を語った。
　次いで、令和5年度の事業計画について、担当副理事長、各
委員長から概要説明が行なわれた（事業計画の基本方針及び
詳細は別項参照。事業と担当役員は下表に掲載）。

■愛印工組・通常総会

新たな事業構築に邁進
第14回ポスターグランプリ開催
作品テーマ「おばけ」 名古屋観光ホテルで開催された通常総会（上）

挨拶する鳥原理事長
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　来賓祝辞
　来賓祝辞では、中部経済産業局産業部の浅野俊明次長と愛
知県経済産業局産業部産業振興課の木津克之担当課長が祝辞
を述べた。
　中部経済局の浅野次長は、「この8日からコロナウイルス
感染症の位置づけが5類に移行され、本年は経済回復に取り
組んでいく年になる」とした上で、「経済産業省としては持続
的な成長を可能とする経済社会の実現を目指し、経済社会課
題解決への大胆な投資、あるいはスタートアップ、イノベー
ション、グローバル化などの挑戦を後押しする基盤の整備に
取り組み的確に対応していく。さらによろず支援拠点による
成長思考企業への伴走支援を始め、デジタル化対応のための
ITツール導入支援、あるいは中小企業の生産性向上を目的と
した先端設備導入支援、新市場進出などの事業再構築の取り
組みなどを支援していく」と述べた。
　また、印刷業界に対し、「印刷業界はデジタル化の進展とと
もに事業内容を変えながら、極めて広範囲のお客様の事業を
支え、地域経済の活性化に貢献している。貴組合においては、
引き続き業界全体の発展と地域経済の活性化に尽力していた
だくとともに組合員の皆様には、この様な施策を活用してデ
ジタル化への対応を進めていただきたい」と、デジタル化の
推進を強調した。
　愛知県経済産業局産業部産業振興課の木津克之担当課長
は、「愛知県印刷工業組合では、組合員のスキルアップを目的
として、技能検定の実施を始め、機関誌『あいちの印刷』の発
行、また、印刷経営、技術に関するセミナーの開催など、非常
に活発に業界発展のために多くの事業を行なわれている。今
後もこうした取り組みを、鳥原理事長を始め組合員の皆様方
が一丸となって、業界の発展に努めていただければと思う」
と、組合の活発な事業展開を称賛。さらに、厳しい情勢下で
の対応として、「先程の話にもあったが、コミュニケーション
は非常に大事である。コミュニケーションが取れていれば大
体のことは乗り越えることができると思う。組合においても
個々の企業においても活発にコミュニケーションを取り、一
丸となって頑張っていただきたい」とした。
　また、「愛知県としても新商品の開発や販路拡大など、経営
革新計画の承認などにより、地域で頑張っている皆様への支
援をしていく」と述べた。

　愛知県印刷協同組合（細井俊男理事長）の令和5年度通常総
会が5月22日名古屋・伏見の名古屋観光ホテルにおいて開催
された。
　総会の冒頭挨拶に立った細井理事長は、「新聞紙上では、上
場企業は売り上げ最高、利益最高という記事がよく出ている
が、帝国バンクの倒産情報を見てみると、印刷業界の企業が
時々出ており、我々と世間の景気とはかけ離れていると残念
に思っている。そうした状況下、鳥原理事長が率いる愛印工
組では、いろいろな手を講じているので大丈夫と思うが、安
心することなく我々は歩みを止めてはいけない。是非、愛知
県の印刷業界の先陣になれるような活動をしていただければ
と思う」と述べた。
　議案審議では、第1号議案「令和4年度事業報告及び決算関
連書類承認の件」、第2号議案「令和5年度事業計画及び収支予
算承認の件」が審議され、いずれも承認された。
　事業計画では、「愛知県印刷協同組合はメディアージュ愛知
が、印刷業界の拠点として機能するよう維持管理に努めると
ともに、愛知県内の印刷業者の団体である愛知県印刷工業組
合の活動を側面から支援し、愛知県印刷産業団体連絡会の一
員として、印刷産業の発展と向上のために尽くしていく」と
している。活動方針としては、「①メディアージュ愛知の維持
管理、②メディアージュ愛知を印刷業界の情報発信基地にす
る、③愛知県印刷工業組合の事業に協力し、第14回ポスター
グランプリを共催する」などが決められた。

　総会は、竹倉副理事長の閉会の辞で終了した。
　続いて行なわれた懇親会では、鳥原理事長の主催者挨拶に
続き、細井俊男印刷協同組合理事長による乾杯の発声で懇親
の宴が始まり、参加者は懇談に華を咲かせ、情報交換と親睦
の輪を広げた。宴たけなわの中、田中賢二副理事長の中締め
で終了した。

来賓の中部経済産業局
浅野次長

来賓の愛知県経済産業局
木津担当課長

挨拶する細井理事長

デジタル化への対応と
　　　　　新商品開発・販路拡大を支援

■愛印協組・通常総会

学びを支える
メディアージュ愛知
愛印工組の活動を側面から支援
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愛印工組・令和5年度事業計画

有益なメニューを充実し、各社の成長を下支え！

デザイン関係の仲間とコラボし印刷の魅力をPR

　3年以上に亘った新型コロナウイルス感染症も、行動制限
が解かれることとなり、4年ぶりにコロナ前の状況に戻ろう
としている。イベントの再開で人波も戻り、情報発信を担う
我々の仕事にも改善の兆しが見えてきた令和5年度。しかし
ながら度重なる資材や原材料の高騰、そしてコロナ禍により
進んだ情報発信のデジタル化により、従来の印刷需要への期
待は厳しいものと感じざるを得ない。企業の新たな姿を描く
ことは、今までの延長上にはないと覚悟をしなくてはいけな
い。
　業界のみらいを創るDXを実現する目的で進めているDX-
PLATは、実績を創り出すステージに入る。一方でDX-PLAT
への懐疑的な見方はいまだに多く、印刷業界の未来を創り出
すアクションとしての必要性が、まだまだ組合員の皆さんに
届いていない。DXの実現は10年かかるとさえいわれている。
業界の未来を創り上げていくため、丁寧な説明を心がけてい
きたい。
　リモートの発達もあり、全印工連の用意する教育動画やセ
ミナーも充実してきた。距離と時間を気にすることなく、遠
隔地でも学べることがネットの強みである。組合員に有益
なメニューを今年も充実し、各社の成長を下支えしていきた
い。またアドビのライセンスプログラムや共済制度は組合加
入の大きなメリットである。しかしながら、そうした加入メ
リットが十分に伝わっていないことも痛感している。加入で
得られるメリットを、少しでも多くの方に活用いただけるよ
う積極的に働きかけていく。

　新たな年度の新入社員研修の申込者数がコロナ前に戻って
いる状況は、人材育成に注力する各企業の積極的な姿勢の表
れである。愛知県印刷工業組合では、新入社員研修をはじめ
セミナーの充実や検定の開催に今年度も努めていく。またデ
ザイン関係の仲間とコラボし、印刷の魅力を伝える場づくり
の提供を企画している。
　我々印刷業界は、あらゆる業界の情報発信に携わってお
り、新たなビジネスモデルを再現する可能性を秘めている。
コロナ後を見据えた新たな事業の構築に邁進する時がやって
きた。未来を創るために組合事業に積極的に関わっていただ
きたい。

　●三役直轄事業
　三役直轄事業として、下記の各事業についてより一層の充
実を図る。
　①第14回ポスターグランプリ／本年度の作品テーマは「お
ばけ」。 中部地区印刷協議会と愛知県印刷協同組合とが協力
しながら開催する。中部地区5県での主催も定着し「ポスター
グランプリ」の認知度も上がり、学校関係者や一般のデザイ
ナーにも関心を特っていただけるようになった。将来のグラ
フィックデザイン業界を担う人材育成の一環として、社会的
意義をより深めることができるよう本年度も活動していく。
　②名古屋而立会への支援･協力／組合青年部の活動は今年
も例年通り名古屋而立会に委託するとともに、情報交換を密
にしながら支援を図っていく。こうした交流を通して、将来

事業計画基本方針

各事業
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の印刷業界を担う若手印刷人の育成を図る。
　③関連団体、関連業者との情報交流およびゴルフコンペ。
　④その他、各事業委員会に属さない案件などへの対応。
　
　●教育委員会事業
　組合員企業の皆様にとって貴重な財産である社員の育成、
教育、技能向上のため、キャリアアップに繋がる資格試験、セ
ミナーの開催及び全組合員にとって大きなメリットを得られ
る情報の配信、周知に尽力する。　
　①印刷技能検定「オフセット印刷作業」実技試験（国家資
格）・採点の実施及び学科試験対策セミナーの開催。
　②プリプレス技能検定「DTP作業」実技試験（国家資格）・採
点の実施及び学科試験対策セミナーの開催。
　③「印刷営業講座」及び「印刷営業技能審査認定試験」（厚生
労働大臣認定）の開催・実施。
　④印刷技術、従業員教育に関する情報の発信。
　
　●労務･新人教育委員会事業
　例年通り、4月4日より新入社員研修を行なう。社会人・印
刷についての基礎講座、「インターネット広告」「動画制作」な
ど印刷業界が取り組む新しい分野の講座、昨年より取り入れ
た組合員各位の協力によるシール印刷･シルク印刷･特殊加工
の講座など全28日（179時間）・29講座を開催する。また、組
合員の皆様に向けた「断裁機取扱者特別教育」を今年度も継続
して開催。今年度は「職長教育」も開催する。
　①印刷会社の新入社員研修会（4月4日〜 5月25日）。
　②「断裁機取扱者特別教育（学科･実技）」の実施、学科講習

（8月5日／中小企業振興会館）、実技講習（7月22日／㈱アク
アス、9月18日／木村紙商事㈱）。
　③職長教育（8月25日〜 26日／メディアージュ愛知）。
　④「働き方改革」の一環とした法改正に関する情報発信。
　⑤「永年勤続優良従業員表彰」の実施。
　⑥「鉛・有機溶剤取扱者健康診断」の実施の周知（前期・後
期）。
　⑦各種助成金制度、従業員の福利厚生に関する情報発信。
　⑧労働関係法規に関する情報発信。
　
　●組織･共済委員会事業
　組織･共済委員会では、組織事業として各支部との強固な
連携により、「経営の安定」に役立つ情報の収集、提供を行な
うとともに、他団体含め横と縦の両面から組合員企業との繋

がりを持ち積極参加、交流を図るべく各支部・委員会事業の
推進を支援する。また、共済事業として各種共済制度の加入
促進を行ない、組合員企業・組合事業の下支えをしていく。
　（A）組織事業（広報･関連情報の収集･提供による組合員加
入促進）
　組織事業では、組合員が減少する中、それぞれの組合員企
業が自社の強みを発揮し、組合員企業の「１社当たりの売り
上げ拡大、適正な収益確保、従業員一人当たりの出荷額の指
標向上」などに貢献できるよう、企業経営に必要な情報収集
を行なう。また、BCP対策の一つである安否確認システムも
含め、組合員の皆様にとってのメリットを丁寧に伝えなが
ら、加入促進に努めていく。
　①全印工連、その他関係機関や諸団体からの関係情報の収
集と提供。
　②支部事業の積極的支援と広域化する各支部との連携。
　③「あいちの印刷」の継続発行。
　④組合ホームページの更新見直し。
　⑤BCP対策（㈱Too）クラウドバックアップサービス事業
の促進、BCP対策（安否確認システム「Safetylink24」）ASP・
SaaSサービスの促進。
　⑥新年互礼会の開催。
　⑦各委員会の事業推進に関する組合員へのより積極的な広
報活動の推進。
　⑧愛知県印刷産業団体連絡会及び関係諸団体との緊密な連
携のもと新年互礼会などの実施。
　（B）官公需対策事業
　官公需対策では、入札において価格以外の評価方式とし
て、MUD教育検定やグリーンプリンティング認定、CSR認
定などSDGs目標達成に関連する資格を取得している事業者
を加点評価するよう働きかけていく。また、原材料やエネル
ギー価格の上昇の影響を加味した適正な予定価格の設定を要
望していく。更に、入札参加資格申請において、「印刷機械設
備等の保有」「自社の印刷機を使用」「県内で印刷の全行程を行
う」などの「定時見積制度」の実施状況の確認を継続して行な
う。
　（C）共済事業（経営の安心･安定の提供）
　共済事業では、広域化する各支部と協力して、組合員企業
に少しでもお役に立てる各種共済制度（「医療･がん･介護共
済」「生命共済」「せつび共済」「災害補償共済」）のメリットを周

加藤義章教育委員長

（次ページへ続く）

山本芳弘労務・新人
教育委員長

北川毅組織・共済委員長 鈴木裕一CSR・
ブランディング委員長

渡辺達也経営革新
委員長
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知していく。また、昨年度に引き続き、今期も重点工組の指定
を受けているので、加入率を上げるよう積極的に取り組んで
いく。また、「ストレスチェック」の義務化など労働安全衛生
などの環境が変わる中、メンタルヘルスサポートサービスを
備えた「新医療保障プラン」や「経営者医療共済」、昨年度から
スタートした「生産物賠償責任保険」など、既存の共済制度の
加入推進も継続して取り組む。
　
　●CSR･ブランディング委員会事業
　CSR･ブランディング委員会は、印刷産業のブランド･アイ
デンティティ『お客様と文化を共創するビジネス･コンシェ
ルジュ』を、ステークホルダーに浸透させる活動に加え、CSR
やマーケティングなど組合員の皆様に有益となる情報の共有
や、セミナー開催などを企画し、精力的に活動していく。
　①愛知県主催「中小企業経営者と学生との交流会」への参
加。
　②名古屋市工芸高等学校で開催される「進路相談会」への参
加。
　③地元クリエイターとコラボレーションの場の企画と実施

（ワクワクぷりんと博覧会の企画と実施）。

　④「環境推進工場登録制度」登録更新講習会及び新規登録講
習会の実施。
　⑤「日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）」更新講習
会の実施。
　
　●経営革新委員会事業
　本年度はコロナが2類からインフルエンザと同じ5類に変
更され、普段の生活が戻ってくる。しかしコロナで受けたこ
の3年間のダメージは大きく、また材料の価格高騰、人材不足
など、まだまだ会社を経営していく上で課題が多いと感じて
いる。そんな中でもアフターコロナで回復していく経済の時
流に合わせたRPA、MISなどのDXの活用や、営業手法、経営
手法など、または人材不足による省力化、省人化とあらゆる
角度からの知識や情報が必要になると感じている。今年度も
経営革新委員会では今必要な知識や情報を提供し、少しでも
皆様のお役に立てる企画を考え行なっていく。
　①経営革新セミナーの開催。
　②企業見学会の実施。
　③Adobe「全印工連特別ライセンスプログラム｣の周知及
び参加促進。

備、機器の最適な使い方を提案、温度、照度などの設定値
の適正化（※診断費用は必要）。 ③省エネ取り組みの立案
支援＝各設備のエネルギー使用量を把握することで、コス
ト意識の醸成や設備更新の判断材料とすることが可能。
　【診断料金】
　●設備単位プラン＝空調設備、照明設備、ボイラ・給
湯器、工業炉、受変電設備、冷凍冷蔵設備、コンプレッ
サ、生産設備、デマンド、給排水・排水設備など。［料金（税
込み）］＝各設備5,280円（最大2設備まで組み合わせ可
能）。
　●まるっとプラン＝節電プラン、節ガスプラン、組み
合わせプラン。［料金（税込み）］15,840円（1プラン、原則
3設備）。
　【申し込みについて】
　●申込期限：2024年1月上旬まで（変更の可能性あり）。
　●申し込みから完了までの流れ：申し込み＝特設WEB
サイトから、事前調整＝日程・詳細の調整、現地診断＝省
エネ診断の実施、診断報告＝診断報告書にまとめ報告、
支払い＝銀行振り込みで支払い。
　【診断を受けられる事業者】
　以下のいずれかに該当する事業者。①中小企業基本
法に定める事業者。②会社法の会社に該当せず、前年度
若しくは直近1年間のエネルギー使用量（原油換算値）が
1,500kl未満の事業所。
　【省エネ診断の詳しい情報、申し込み】
　URL  https://shoeneshindan.jp/guide/
　ナビダイヤル　0570-010-151（受付時間10：00 〜
12：00、13：00 〜 17：00土日祝日は除く）

　環境共創イニシアチブ（SII）では、経済産業省資源エネ
ルギー庁が管轄する省エネに関する各種補助金事業の執
行団体を務めている。本事業はエネルギー価格高騰に苦
しむ中小企業が、工場・ビルなどにおける管理状況の診
断を低料金で受診することができる「省エネルギー診断
拡充事業費補助金」になる。
　「電気代が高いので、電気代を下げる方法を知りたい」
　「普段身近に使っている設備（空調・照明など）の省エネ
アドバイスを専門家より受けたい」
　「すぐにできる省エネポイントを知りたい」
　などに対し、省エネルギーの専門家が工場・ビルなど
を訪問し、エネルギーの無駄遣いやすぐにできる省エネ
のヒントなどをアドバイスしてくれる。
　【省エネ提案事例】
　●給湯循環ポンプの運用改善＝約28万円／年、●大型
コンプレッサの吐出圧力低減＝約170万円／年、●照明
設備のLED化＝約49万円／年。※省エネ効果は事業所ご
とに異なる。※設備投資には別途費用がかかる。　
　【省エネ診断のメリット】
　①短時間でニーズに応じた診断が可能＝エネルギーコ
ストが気になる設備から短時間で診断可能（※１設備の
みの診断も可能）。②費用0円でのコスト削減も可能＝設

省エネ診断を
受けてみませんか？
省エネルギー診断拡充事業費補助金
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

　全日本印刷工業組合連合会（滝澤光正会長）とNPO法人メ
ディア・ユニバーサル・デザイン協会（伊藤裕道会長）は、メ
ディアユニバーサルデザイン（以下、MUD）をテーマにした
イベントを8月18日〜 20日の3日間、東京都立産業貿易セン
ター浜松町館（東京港区）で開催する。MUDの必要性や、誰も
が不自由なく情報を受け取ることができる社会の実現を目指
すMUD活動について広く理解してもらうことを目的に、展
示、体験コーナー、セミナーなどを実施する。
　【開催概要】
　■テーマ＝「伝えるためのユニバーサルデザインフェア〜
色・文字・かたちでみんなにわかりやすく〜」
　■主催（共催）＝全日本印刷工業組合連合会、メディア・ユ

ニバーサル・デザイン協会
　■開催期間＝2023年8月18日(金)、19日(土)、20日(日)　
　■会場＝東京都立産業貿易センター浜松町館
　【実施プログラム】
　■MUDを見る（展示コーナー）：メディアユニバーサルデ
ザイン（MUD）とは？／ MUD事例紹介／ MUD認証各社の
様々な取り組み／関連団体展示／学術研究展示／行政・地方
自治体の取り組み。
　■MUD製品に触れる（展示コーナー）：MUD認証製品／
MUDコンペティション受賞作品。
　■MUDを深める（セミナー）〜専門家による講演やパネル
ディスカッション：教育分野におけるMUD ／行政・自治体に
おける取り組み／企業における取り組み／ MS Office文書
作成のMUD〇学術成果発表。
　▼MUDを感じる（体験コーナー）
　参加者が実際に情報アクセシビリティやMUDの技術、製
品を試すことができる。小学生の夏休み課題作成コーナー
も用意。楽しくMUDを学ぶことができる。プロ向けには実
践的なワークショップを通じて、情報アクセシビリティや
MUDスキルを身に付けることができる。
　【問い合わせ先】
　全日本印刷工業組合連合会：〒104-0041東京都中央区新
富1-16-3　TEL03-3552-4571 ／ FAX03-3552-7727
　URL https://media-ud.org/

　■ユニバーサルデザイン

　ユニバーサルデザインは、すべての人が利用しやすい製
品、環境、サービスを設計するための考え方になる。高齢者、
障がい者、外国人、子どもなどのさまざまな人々が同じよう
に利用できることにすることを目的としている。
　メディア・ユニバーサルデザイン（MUD）は、この考え方を
情報伝達分野（メディア）に適用したもので、色、文字、かたち
などの情報をできるだけ多くの人が理解しやすいように配慮
することを目的としている。
　今回開催されるイベントは、この分野のさらなる深化を図
るために情報弱者にやさしく、誰もがアクセスしやすい社会
を目指して、展示、体験コーナー、セミナーにおいて最新の知
識や技術を共有し、参加者がお互いに学び合い、情報交換で
より広くMUDを知ってもらうことを目的に開催される。

全印工連／ MUD 協会

「ユニバーサルデザインフェア」
展示、体験、セミナーで伝えるためのMUD を共有

「MUD フェア」チラシ表面
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歳代2人、30歳代4人、40歳代5人、50歳代11人、60歳以上
で15人発生している。50歳以上の中高年労働者で70.3％、
60歳以上の高年齢労働者で40.5％を占めている。
　【経験年数別の発生状況】
　令和4年の死亡災害を経験年数別でみると、1年未満2人、1
年以上5年未満6人、5年以上10年未満7人、10年以上15年未
満4人、15年以上20年未満4人、20年以上が14人であった。
経験年数10年未満が59.4％を占め、経験年数の浅い被災者

（5年未満）が50.0％を占めた。
　●高年齢労働者の労働災害
　【労働発生状況の推移】
　死傷災害に増加傾向が見られる60歳以上の高年齢労働者
の死傷災害の発生状況をみると、令和4年は1,999件となっ
ており、全体の26.3％を占めていて、60歳以上の災害発生件
数自体に減少傾向は見られない。特に平成29年を境に災害
発生件数も割合も増加している。
　【年齢別休業期間】
　令和4年における被災労働者の年齢別休業見込み期間は、
年齢が上がるとともに、休業期間が長くなる傾向が見られ、
60歳以上の高年齢労働者においては、休業1か月以上の割合
は58.4％となっている。
　●外国人労働者の労働災害
　【業種別発生状況の推移】
　令和4年の外国人労働者の死傷者数（休業4日以上）は578
人、平成25年と比べ356人（160.4％）増加した。特に製造業
での件数が多く、また、建設業では増加傾向にある。
　【外国人の割合の推移】
　労働災害による死傷者数（休業4日以上）のうち外国人労働
者が占める割合は、令和4年では、全体の7.6％（平成25年：
3.4％）を占めている。また、製造業では16.7％を占めてお
り、平成25年と比べると8.5ポイント増加した。

　●死傷者の発生状況
　愛知県内における労働災害による死傷者数は、令和元年に
一旦減少したものの再び増加傾向にある。令和4年の愛知県
内における労働災害による死傷者数（死亡・休業4日以上）は、
7,589人で、対前年比131人（1.8％）の増加となり、過去10
年間で最大となった。※新型ウイルス感染症を除く
　●死亡災害の発生状況
　令和4年の愛知県内における死亡者数は37人で、対前年比
11人の増加となった。
　【死亡災害の概況】
　令和4年は、令和3年より11人増加となった。令和4年の死
亡災害について、令和3年と業種別で比較すると、製造業が
12人から8人へ減少したが、商業が2人と昨年と同数となり、
建設業が5人から12人、陸上貨物運送事業が1人から4人へ増
加した。製造業と建設業（災害件数上位2業種）で死亡災害の
半数以上を占めている。
　【事故の型別の発生状況】
　令和4年の死亡災害を事故の型別にみると、「墜落・転倒」で
9人、「交通事故（道路）」7人、「飛来、落下」及び「はさまれ・巻き
込まれ」それぞれ5人であった。この4つの型で70.3％を占め
ている。
　【年齢別の発生状況】
　令和4年の死亡災害を年齢別にみると、20歳未満0人、20

労働災害による死傷者の発生状況

死亡災害の発生状況

●死亡災害：製造業と建設業で半数占める●死
傷災害：60歳以上の高年齢者全体の26.3％

■愛知労働局

令和4年愛知の労働災害発生状況
労働災害による死傷者数7,589人、前年比131人増加
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営業社員向け「印刷営業講座」
人材開発支援助成金の申請は
開講の1か月前までに

ス】または【特定訓練コース／若年人材育成訓練】の対象（表参
照）。
　（令和5年10月6日において、雇用契約締結後5年以内で、
35歳未満の従業員（雇用保険の被保険者）は、「特定訓練コー
ス（若年人材育成訓練）の対象となります）。
　※受給のためには、企業所在地の所轄の労働局へ、印刷営
業講座開始日（令和5年10月6日）の1か月前までに実施計画
書などの書類一式の提出と、講座終了後に受給申請書類（報
告書など）一式の提出が必要。
　※助成金の概要については、愛印工組（TEL052-962-
5771）担当：加藤靖子まで。
　※助成金の詳細及び提出書類などについては、愛知労働局
あいち雇用助成室（TEL052-688-5758）まで。

　●日時：令和5年8月29日（火）16：00 〜 18：00
　●場所：リコープリンティングイノベーションセンター
／東京都港区芝浦4-2-8三田ツインビル東館13F ※会場
参加の場合、セミナー終了後ショールーム見学が可能。
　●講師：江森克治氏（神奈川県印刷工業組合理事長、㈱
ココラボ代表取締役社長）
　●参加費：無料
　●申込：QRコードもしくはURLより参加申し込み専用
サイトにアクセスし入力フォームより申し込む。
　URL：https://forms.gle/aF74mAwAFibJioEV9
　●申込締切日：8月28日（月）
　●問合せ先：東京都印刷工業組合TEL03-3552-4021

（村松）

　東京都印刷工業組合・経営革新マーケティング委員会
が主催する〝モヤモヤ解消　あすからできる持続可能
な経営セミナー「サステナブルな事業経営への推進」〟を
テーマに、経営セミナーを開催する。サステナビリティ

（持続可能性）は、SDGsにおいても注目されており経営
者にとっても重要な課題である。
　本セミナーでは、この課題に対して、「私たちが明日か
ら取り組めるようになる」ことを目的に、「経営が持続可
能とはどういうことか？」から「取り組みの具体的な方
法」までを分かりやすく解説される。
　〝お客様から選ばれる会社になるために〟是非、参加を
と呼び掛けている。

　今年も10月に「印刷営業講座」が開講されます。この講座
は、「印刷営業技能審査認定試験」（通称：「印刷営業士認定試
験」）の事前講習的な位置づけになっていますが、印刷営業
の基本及び企画・マーケティングや見積もりの基本を学べる
ことから、認定試験を受験しない方にも有意義な講習内容と
なっています。この講座は、下記助成金の支給を受けること
ができます。ただ。早めの手続きが必要になりますので、先
にお知らせします。※講座内容は次号で詳報予定。
　「印刷営業講座」は、「人材開発支援助成金」の【一般訓練コー

●全印工連から〈経営セミナー開催〉のお知らせ

「サステナブルな事業経営への推進」
愛印工組の正組合員も参加可能：会場受講／Web受講

「人材開発助成金」の
助成内容

※ウェビナー視聴URL
は、参加申し込み自動
返信メールにて連絡。
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●全印工連

●申込締め切り8月31日

　●ディレクション能力
　新たにデジタルサービスを加えてビジネスを展開する場合、
デジタル面に特化したIT業者やウェブ制作会社にアウトソー
シングして協働体制を組むことになる。印刷会社に不可欠なの
は、こうしたアウトソース業者を指揮していくディレクション
能力です。ディレクション能力には技術の根っこを理解して
いること＝理論こそが重要である。
　●デジタルシフトのチャンス
　経営者はもちろん、社員全員でeラーニングを活用するこ
とで、これまでの印刷業界独自のノウハウとデジタル理論を
融合した先に、新しいデジタルビジネスの創出がある。社内
リスキリングは印刷会社のDX改革の推進に繋がる。業界の
これまでの歴史と時代の潮流を見ても、デジタルシフトを果
たすラストチャンスが今なのである。
　●eラーニングサービス提供期間
　2023年6月1日〜 2024年8月31日。アカウント取得後す
ぐに見られる。
　●アカウント単価（すべて税込み価格）
　1アカウント：1年間で24,000円、5アカウント：1年間で
23,000円、10アカウント：1年間で21,000円、20アカウン
ト：1年間で19,000円（まとめて申し込みで割引あり）。

　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）では、印カレeラー
ニング「デジタルシフトに乗り遅れるな！〜いざ社員革新へ
〜」の申し込みを受け付けている。締め切りは8月31日。
　●IT/デジタル分野に特化
　IT/デジタル技術に関する基礎知識を合計19コース、23時
間45分の学習コンテンツを用意。視聴中に理解度をチェッ
クする判定テストがあり、進捗が分かる管理画面も備えて
いる。DX基礎、情報セキュリティ、プログラミング入門、AI、
RPA、クラウド、XR、メタバースなどが何時でも何処でも学
べる。

デジタルシフトに乗り遅れるな
　　　　　〜いざ社員革新へ〜
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賞2名（賞金2万円）、［高校生の部］富山県知事賞、中日新聞社
賞2名（賞金2万円）。
　■特別賞／名古屋市長賞、愛知県教育委員会賞、岐阜県教
育委員会賞、三重県教育委員会賞、名古屋市教育委員会賞、中
部デザイン団体協議会会長賞、（一社）中部広告制作協会賞、
全日本印刷工業組合連合会会長賞、愛知県印刷工業組合理事
長賞、岐阜県印刷工業組合理事長賞、三重県印刷工業組合理
事長賞、石川県印刷工業組合理事長賞、富山県印刷工業組合
理事長賞／各1名（ギフトカード5千円分）。
　■協賛会社賞／若干名（ギフトカード5千円分）。
　※副賞に加えて入賞・入選者に「入賞・入選作品集」を贈呈

（「入賞・入選作品集は2024年1月下旬発行予定）。
　【審査】
　■主な審査基準
　①テーマを的確に表現していること。②ポスター機能とし
てのメッセージ性に優れていること（キャッチコピーも審査
対象）。③ 斬新な発想とアイデアにより独自の新規性を有す
ること。④ポスターデザインの観点から、見やすさにおいて
優れていること。以上を中心に、総合的に勘案し審査する。
　■審査日／ 9月中旬。
　■入賞･入選発表／ 9月末日。
　※入賞・入選者本人に通知し、愛知・岐阜・三重・石川・富山
の各県印刷工業組合ホームページ及び組合広報誌に掲載。
　※入賞・入選作品は「入賞・入選作品展」で展示。
　

　

　【その他】
　■応募作品に関しての著作権は応募者に属するが、ポス
ターグランプリに関する広報・記録に使用する権利は主催者
に帰属する（応募作品は返却しない）。
　【応募・問合せ先】
　愛知県印刷工業組合内ポスターグランプリ係
　〒461-0001 名古屋市東区泉1-20-12メディアージュ愛
知　TEL052-962-5771　FAX052-951-0569
　※詳細は、https://www.ai-in-ko.or.jp/　参照。

　作品受付は8月21日から

　愛知県･岐阜県･三重県･石川県･富山県の印刷工業組合及び
愛知県印刷協同組合では、第14回ポスターグランプリコンペ
ティションを実施する。
　【作品規定】
　■対象＝ポスター
　■テーマ＝「おばけ」
　幅広いジャンル、豊かな発想と斬新な表現のポスター（ビ
ジュアル・キャッチコピーを含む）を募集。
　■応募期間＝8月21日（月）〜 9月2日（土）。
　■応募資格＝愛知県、岐阜県、三重県、石川県、富山県在住、
または同5県内の会社、大学（大学院、短期大学を含む）、専門
学校、高等学校（高等専門学校を含む）に在籍の個人。
　■応募部門＝一般の部（プロ・アマ不問）、大学生・専門学校
生の部、高校生の部。
　■応募作品＝未発表の作品、1人1点、印刷可能なものに限
る。電磁媒体（CG）又は手描きで色彩表現は自由。
　■サイズ＝一般の部B1判、大学生・専門学校生の部B1判、
高校生の部B2判、いずれも縦型、発泡パネル貼仕立て。
　※発泡パネルの厚さは15㎜以内。
　■出品料＝無料。
　■応募方法＝①〜③の手順に従って提出。①WEBサイト

（https://ai-in-ko.or.jp/poster-gp_14/）にアクセス、②必
要事項を入力して ｢送信｣、③登録したメールアドレスに確認
メールが届くので、それをA4サイズで出力して、指定の部分
を切り取り、応募作品裏面の上部中央に貼付けて提出。
　【授与賞と副賞】
　■グランプリ・中部経済産業局長賞／ 1名（賞金10万円）。
　■優秀賞［一般の部］愛知県知事賞、岐阜県知事賞2名（賞金
2万円）、［大学生・専門学校生の部］三重県知事賞、石川県知事

■愛知・岐阜・三重・石川・富山各県工組、愛印協主催

第14回「ポスターグランプリ」作品募集

■作品テーマ「おばけ」

昨年度のポスターグランプリ入賞・入選作品展会場

　【入賞･入選作品展】
　●日程＝10月31日（火）〜 11月5日（日）10時〜 18時

（金曜日は20時、最終日は16時まで）
　●会場＝愛知県美術館8階ギャラリー 展示室E・F
　【入賞者表彰式】
　●日時＝2023年11月3日（金・祝）10時30分〜 11時
30分
　●会場＝愛知芸術文化センター 12階 アートスペースA
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編 集 だ よ り

クリスト、②法令遵守宣誓書（所定様式）、
③納税証明書（税務署が交付した証明書）
④過去 3 年の行政処分がないことの宣誓
書（所定様式）、⑤添付書類（CSR 取り組
みチェックリストでチェックした項目を証
明する書類）。
　■認定の概要：ワンスター認定は CSR
認定の標準認定であり、審査機関の CSR
＆サステナビリティセンターが書類審査を
実施し、外部の有識者で構成する全印工連
CSR 認定委員会において認定する。認定
企業は CSR マークを自社の名刺やホーム
ページ、顧客の印刷製品に表示することが
できる。認定取得後は、2 年毎に更新審査
を行ない、上位認定であるツースリー認定
を取得することも可能。
　■認定費用（一部紹介）：従業員数 1 〜 9
名 55,000 円、10 〜 19 名 60,500 円、20
〜 29 名66,000円（組合員の場合、税込み）。
　【問い合わせ】
　全印工連 CSR 認定事務局 TEL03-3552-
4571。詳細は、全印工連 CSR　で検索。

　職場における騒音障害の防止について
は、「労働安全衛生法」及び「騒音障害防
止のためのガイドライン」に基づき、その
対策が図られてきた。しかし、騒音性難聴
の発生は後を絶たない状況が続いており、
更なる騒音障害防止対策を進める必要があ
る。このため、これまでの技術の発展や知
見の蓄積を踏まえ、「騒音防止のためのガ
イドライン」が改定された。
　ガイドライン改定の主なポイント
　●騒音障害防止対策の管理者の選任を追
加：管理者を選任して、組織的にガイドラ
インに基づく対策を実施する。

　全日本印刷工業組合連合会（全印工連）
は、CSR 認定「第 42 期ワンスター認定」
を募集している。
　全印工連では、「CSR は、企業が社会か
ら信頼され魅力ある会社となるための企業
戦略・成長戦略であり、地域密着型の中小
印刷業においては優秀な人材の確保や企業
ブランドの確立、顧客や金融機関による企
業評価の向上などに繋がり、持続可能な経
営にも寄与する」と、取得を勧めている。
　■応募資格：全印工連 CSR 認定規格が
定める CSR の取り組みを行なう企業。
　■募集期間：2023 年 5 月 1 日〜 2023
年 7 月 31 日まで（認定登録は 9 月予定）。
　■申請書類：応募申込書の到着後、全印
工連より申請書類が送られてくるので、次
の①〜⑤を提出。① CSR 取り組みチェッ

　愛知県印刷工業組合と関連業界の皆さん
とによる交流を目的とした「親睦ゴルフコ
ンペ」を下記の要領により開催します。お
一人様でも関係各位お誘い合わせの上で
も、ゴルフがお好きな方は是非ご参加くだ
さい。今回、プレー後のパーティーも開催
予定。参加希望の方は 8 月 3 日までに組
合事務局へ申し込みください。
　【開催要領】
　●開催日時：令和 5 年 9 月 5 日（火）、
7 時 52 分スタート、18 組予定。
　●場所：セントクリークゴルフクラブ（3
コース同時スタート）豊田市月原町黒木 1
－ 1、TEL0565-64-2121。
　●会費：1 人 5,000 円（※当日申受け）。
　●プレー代：1 人 23,000 円（予定）キ
ャディー付きプレー代、昼食＋ 1 ドリン
ク、茶店 2 ドリンク、パーティー代含む（※
当日各自にて精算）。
　●組合せ：8 月 28 日ごろに、集合時間
と併せて郵送でご連絡。
　【問い合わせ】
　愛知県印刷工業組合事務局（担当・勝
野 ）TEL052-962-5771　FAX052-951-
0569
　E メール：jimu-01 ＠ ai-in-ko.or.jp

　■全日本印刷工業組合連合会の令和 5
年度中部地区印刷協議会（上期会議）は、
6 月 23 日石川県金沢市のホテル日航金沢
において開催。詳細については次号におい
て掲載予定。
　■2023 年全日本印刷文化典広島大会が
10 月 12・13・14 の 3 日間、リーガロ
イヤルホテル広島において開催される。テ
ーマは、「真っ赤に燃やせ！印刷魂　水の
流れが大地を創る。人の心が未来を拓く」。
大会は、13 日午後から記念式典、全印工
連メッセージ、記念講演会、記念パーティ
ーが行なわれる。また、広島工組が独自に
開催している「印刷産業夢メッセ」が併催
され、13 日午前に、グラフィック社「デ
ザインのひきだし」編集長の津田淳子氏が、

「デザインのひきだしの作り方」と題した
基調講演を行なう。是非、お出掛けくださ
い。
　■暑さ厳しい折、熱中症対策を万全に ！！

　●騒音レベルの新しい測定方法（個人ば
く露測定と推計）の追加。
　●聴覚保護具の選定基準の明示：JIS 
T8161-1 に基づき測定された遮音値を目
安に、必要かつ十分な遮音値のものを選定
するよう追加した。
　●騒音健康診断の検査項目の見直し：定
期健康診断（騒音）における 4000 ヘル
ツの聴力検査の音圧を 40㏈から 25㏈及
び 30㏈に変更した。雇い入れ時または配
置替え時や定期健康診断（騒音）の二次検
査での聴力検査に 6,000 ヘルツの検査を
追加。

※改定ガイドライ
ン、改定内容に関
する資料などは、
こちらから

■全印工連CSR認定

第42期ワンスター認定募集
7月31日締め切り

愛印工組・関連業者

親睦ゴルフコンペ開催案内

職場の騒音対策を確認

騒音障害防止のための
ガイドライン改定
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■封筒を補充する際のロスタイムがなくプリンターの性能を
　最大限に引き出します！
■軽オフの更新時にご検討ください。
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